
株式会社 ＧＳユアサ

２０１３年５月１６日

株式会社 ＧＳユアサ（本社：京都市南区、社長：依田 誠）は、タイ国の持分法適用関連会社で

あるサイアム ジーエス バッテリー社（本社：サムットプラカーン県、以下ＳＧＳ社）の出資比率を、

これまでの３９％から６０％まで引き上げ経営権を獲得し、連結子会社化することについて、タイ

側パートナーと基本合意いたしました。

当社は本年３月に他の株主からＳＧＳ社株式の１０％を購入し、ＳＧＳ社への出資比率を４９％

まで引き上げました。更に２０１３年５月にはＳＧＳ社の第三者割当増資を当社が引き受けること

により、同出資比率を６０％まで引き上げる予定です。

ＳＧＳ社は１９６６年に設立されて以来、タイ国におけるＧＳユアサグループの自動車用鉛蓄

電池製造販売の中核拠点として役割を担ってきました。今後も東南アジア諸国の自動車産業

はさらに拡大していくことが予測されます。当社はＳＧＳ社の経営権を獲得することにより、以下の

諸施策をスピードを早めて行う計画です。

①アイドリングストップ車向け電池に関する最新技術の移転

②自動化製造設備導入により四輪車用電池５００万個生産体制構築（２０１４年）

③メコン経済圏のミャンマー、ラオス、カンボジア等への経営資源投入により、同社のグローバル

化と事業拡大

またタイ国においては、ＳＧＳ社以外に自動車用・二輪車用鉛蓄電池の製造販売会社ユアサ

バッテリー（タイランド）社（当社出資比率４１％） とフォークリフト用鉛蓄電池の製造販売会社ジーエ

ス ユアサ サイアム インダストリー社（当社出資比率６０％）の事業も展開しており、３社を合わせ

た売上高は、２０１５年には３５０億円程度になる見込みです。

今後インドネシア、ベトナムなどアセアン域内における当社の他製造販売拠点との連携を深め、

ＧＳユアサグループのアセアン域内における経営基盤を強化することにより、アジア No.１維持と

さらなる電池事業の拡大を図ってまいります。

ＧＳユアサ、タイ合弁会社の経営権獲得、連結子会社化



【出資比率変更の内容】

変更前 変更後

ＧＳユアサグループ ３９％ ６０％

他株主 １０％ -

Ｓｉａｍ Ｍｏｔｏｒｓグループ ５１％ ４０％

【Ｓｉａｍ ＧＳ Ｂａｔｔｅｒｙの概要】

1． 社  名 Ｓｉａｍ ＧＳ Ｂａｔｔｅｒｙ Ｃｏ.,Ｌｔｄ..（日本語表記：サイアム ジーエス バッテリー）

2． 所 在 地 タイ王国 サムットプラカーン県

3． 代 表 者 取締役社長 立岩 弘嗣

4． 生産品目 自動車及びオートバイ用鉛蓄電池

5． 設立年月 １９６６年７月１１日

6． 資 本 金 ５，６００万バーツ（増資前）、７，１４０万バーツ（増資後）

7． 従業員数 約９６０名（２０１３年２月末時点）

［この件に関するお客様からのお問い合わせ先］

株式会社 ＧＳユアサ 国際事業部 推進本部 事業推進部 業務グループ

ＴＥＬ ０３－５４０２－５７１３

［この件に関する報道関係からのお問い合わせ先］

株式会社 ＧＳユアサ 広報室

ＴＥＬ ０７５－３１２－１２１４


